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要 旨
異文化間コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の視点から外国語教育をみ た場合, 従来の い わゆる ｢読む｣ ｢書く｣ ｢話
す｣ ｢聞く｣ とい っ た4 つ の 言語運用技術の習得以外に, 表情やしぐさなどの非言語コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ
ン の ための技術を身に つ けることが求められる ｡ しか し, そうした非言語的サイ ン は無自覚的で ある
がゆえに, 文化の より深い 部分にかかわりそれだ けに異文化間コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン にお ける誤解や障
碍にもなりやす い ｡ 我 々 はこうした認識に立ち, 外国語 (中国語)における言語行動 (非言語行動も
含む) 学習支援シ ス テ ム を設計 ･ 構築することを試み た｡ 具体的には, 日常あい さ つ 表現とそれ に伴
う非言語行動を音声 ･ 文字 ･ 画像の形でデ ー タ ベ ー ス 化 し, 学習者がい つ でも容易に利用で きるよう
に学内L A Nを使 っ て利用できるように した｡
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1 . は じめに
い わゆる ｢国際化｣ 時代の中で , 日本にお
ける外国語教育に対 して従来の ｢受信｣ 能力
に加 え ｢発信｣ 能力の養成強化 が提唱され て
久 しい 1)｡ 外国語による ｢受信｣ 能力, ｢発信｣
能力を言語学習の ｢読む｣ ｢書く｣ ｢話す｣ ｢聞
く｣ とい う4技能の観点から見ると, ｢受信｣
能力 とは ｢読む｣ ｢聞く｣ 技術を, ｢発信｣ 能
力とは ｢書く｣ ｢話す｣ 技術を身に付けるこ と
に他ならな い ｡ 従来批判の 的にされて きた伝
統的外国語教授法で ある ｢文法訳読法｣ は,
この うち ｢読む｣ 技術 (それは当然 ｢理解｣
を含む の で あるが) の 習得に極端 に偏 っ て い
たこ とが批判 の根拠 とされる｡ しか し, 母語
の形成期で ある15歳頃を過ぎた成人 の外国語
学習 にお いて は, ｢文法訳読法｣ は必ず しもマ
イナ ス 面だけで はない ｡ 母語 と学習言語の言
語構造の違い に気づ か せ , 両者を相対的に観
察する能力を養うことは, 言語以外の 文化事
象を相対的に捉える目をも養うことにつ なが
り , それ は外国語学習の 一 つ の重要な到達点
で ある｡ 批判される べ きは ｢文法訳読法｣ そ
の も の で はなく , ただ単に外国語 を日本語に
置き換えた｢訳読｣だけで事足れ りとする, ｢語
学教育｣ で あろう ｡ しか しながら, ｢文法訳読
法｣ の みで は ｢書く｣ ｢聞く｣ ｢話す｣ とい う
言語技術 の習得には直接には結び つ かず, そ
の意味で は ｢文法訳読法｣ は , 時代 の要請に
十分応 え得る外国語教授法 とは言えない ｡ 外
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国語教育に求められて いる時代の 要請とは,
外国語による ｢ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン能力｣ を
身に付けるこ とと考えられるが, 外国語にお
ける言語運用能力が母語 の運用能力を超える
ことがな い以上, 外国語による コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン能力の 育成とい っ ても母語で の コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ン能力が前提となる｡ ｢コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン能力｣ とは 一 言で い えば ｢相手とのよ
りよい 通じ合い を図る能力｣
2)と い える｡ ｢きれ
る｣ というこ とばに象徴されるように,･ 現代
の 日本社会にお い ては , 日本語で の コ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ ン の不成立 によるさまざまな負の社
会現象が問題視されて い る｡ そうした状況下
における外国語教育には単に学習言語におけ
る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン能力の獲得のみならず,
それを日本語によるコ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンにフ ィ ー
ドバ ッ ク し, 母語で のよりよ い通じ合い を図
る方法を学習者に気づかせるような役割をも
課せられて いると い えよう｡
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンには大きく分けて ｢言
語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン｣ と r非言語 コ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ ン｣ がある｡ 本論 のタイ十/りこいう
｢言語行動｣ とは両者を包含した, 話者の音
声言語とそれに伴う非言語行動 (表情や身振
り) をい う｡ なお , 本稿で は r非言語行動｣
という用語を現象面に着目した場合に用い , ｢非
言語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン｣ という用語は機能
面 に着目した場合に用い る｡
2 . 音詩コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と
非音詩コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
言語 の本質は音声で あるがゆえに, 語学教
師 のもっ とも重要な資質の 一 つ に, 当該言語
の発音が正確にでき, 学習者の発音を矯正で
きる技術を身に つ けて い る こ とがあげられ
る｡3)言語 による コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の本質が
音声で ある ことは疑い ない に して も, 音声言
語だけで独立 して存在して いるのではなく, rヒ
ト｣ はなにか ことばを発するときには, 多く
の 場合表情や身振りとい っ た非言語行動が伴
う｡ ヒ トは言語を習得する以前か ら, 自分の
周囲にい る他者 - の意思伝達の方法として ,
他者にとっ て可視的な表情や身振り を無意識
的に習得する｡ これ に対し, 言語の 習得は意
識化されて おり , 言語習得期にある幼児がま
ちが っ た音声やこ とばを発すれば周囲の 大人
がそれ を修正する こ とで , 幼児はそ の言語社
会の 習慣に即 した使い方を意識的に獲得 して
い く ｡ 習慣化 ･ 様式化された思考や行動が文
化で あるとするなら, 意識されて い ない とい
う点にお い て , 言語よりも表情や身振り の方
がより基層にあるとい えよう｡ そ して , 言語
が文化的な産物であるように, 表情や身振り
も同様に文化により規定される｡
外国語教育を異文化 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン教
育として捉える と, 音声言語のみ の 習得で は
相互に共感 し価値観を共有できるような ｢よ
りより通じ合い｣ には不十分で あろ｡ こ こに
外国語学習にお いて 学習言語における非言語
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を意識的に理解 し, 獲得
する ことの必要性と意義がある｡ 教授方法の
点からは, 学習者に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の習
慣 (ル ー ル) を講じるだけで は コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン能力 の育成には繋がらない ｡ それは文
法ル ー ル を説明しただ けではそ の言語 の運用
能力を訓練したことにならない の と同じで あ
る｡ そこで , 学習言語にお ける非言語 コ ミ ュ
干ケ
- シ ョ ン にどの ようなル ー ル が内在して
いるの かを学習者自身に気づかせる仕掛けが
必要となる ｡ ある単語の意味だ けを理解した
ので は, 実際に使えるようにはならず, 文脈
の中で単語 の意味を理解 し運用する経験を通
して は じめて実際に使えるようになるの と同
様に,非言語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンにお い ても,
音声言語と表情やし ぐさを合わせて 学習者に
提示することでより効果的な学習が可能とな
る｡ しぐさや表情は, 音声と同様 ｣ 瞬にして
消えて しまうもの であり, 学習者に自らの非
言語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と対照して 考える機
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会を作る という意味か らも, 教室 の場で教師
が学習者の前で演 じて 見せるより , 学習者が
必要なとき に,繰り返 し何度でも非言語 コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ン の サ ンプル を観察で き, 学習者
の内省を促す工夫が必 要となる｡
こうした条件を満たす道具と して , 我々 は
コ ン ピ ュ ー タネ ッ トワ ー クを利用 し, 音声,
文字, 画像による中国語言語行動デ ー タ ベ ー
ス を構築 し, 学内L A Nを経由して学習者が容
易にデ ー タ ベ ー ス にア クセ ス で きる形 にした｡
3 . 中国語音詩行動デ ー タベ ー ス の構築
デ ー タ ベ ー ス 構築のおおよそ の 手順は以下
の とおりで ある｡
① 中国語 の 日常常用表現とそれ に伴う身体
表現の デ ー タ の収集 ･ 整理
初級段階で学習する日常常用表現を表現意
図ごとにリス トア ッ プ し,言語行動デ ー タ ベ ー
ス の 基になる資料を作成 した｡ 性別 による違
い を検証するために, 男性 (富山市在住の元
京劇俳優) と女性 (金沢市在住の留学生) の
協力を得, M Dレ コ ー ダとデジタル カメラ を使
い
, 音声と表情 ･ しぐさを同時に収集 した｡
② 収集したデ ー タに日本語による解説をつ
け, デ ー タ ベ ー ス の 設計を行 っ た｡
デ ー タ ベ ー ス 設計の技術的な方法に つ い て
は, 詳細は第4章で述 べ るが, デ ー タ ベ ー ス
設計に際 して の基本的な考えは以下 の通 りで
ある｡
1) 表現意図 (挨拶, 依頼, 同意, 反対 ,
怒り, 慰め, 喜び, 悲 しみ , 称賛) に基
づ いて デ ー タ を分類することで , コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ン場面に対するイ メ ー ジを描
きやすくする｡
2) 一 画面に画像と文字が同時に提示され ,
文字をクリ ッ クするこ とで 音声が聞き取
れ るようにする｡
3)言語行動に対 する注釈を付 し, 男女差,
地域差, 年齢差 , 運用上 の制限な どに つ
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いて 説明を加 え, 当該言語行動につ いて
の学習者の知的理解を図る ｡
4) 学習者自身がデ ー タ ベ ー ス を追加で き
るように, デ ー タ ベ ー ス の更新 ･ 訂正 に
際 して の操作が容易なようにする｡
4 . 教材の開発と利用
4
.1 教材の概要
筆者らが開発 した教材は, 日常常用表現に
関する文字デ ー タ (日本語表記及び中国語に
よる漢字表記, 表音ロ ー マ 字, 注釈) と, 身
体表現を表 した画像デ ー タ及 び,
'
中国語表記
に対応する音声デ ー タをホ ー ム ペ ー ジ化し,
ネ ッ トワ ー クを介 して学習者に提供するもの
である｡
学習者は,W W W ブラウザを操作し, W WW
サ ー バ 内の学習教材を利用する｡ 具体的には,
分類され た表現意図の中か ら, 任意の 日本語
表記を選択するこ とによ っ て , それ に対応 し
た中国語表記, 表音 ロ ー マ 字, 表情やしぐさ
の 画像を表示する ことができる ｡ また , 各言
語行動の特徴や使用する際の 注意点等を解説
した説明文 の 表示 , 中国語表記 に対応する音
声で の再生が可能である｡
4.2 教材の 開発
教材開発は, 以 下に示す5段階の 工程で実
施 した｡
1 . ホ ー ム ペ ー ジの設計
2. デ ー タ ベ ー ス の設計
3. 教材作成支援シ ス テ ム の設計と開発
4 . デ ー タ の収集と加工
5 . ホ ー ム ペ ー ジ化
4.2.1 ホ ー ム ペ ー ジの設計
前節で述べ た学習教材の要件を満たすべ く,
各ペ ー ジの 内容と関連付けに留意し, ホ ー ム
ペ ー ジを設計 ･ 構成 した｡
教材を構成する ペ ー ジ の内容は以下の とお
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りで あり , これ らは図1 に示すようにリ ンク
されて い る｡
･ 表現意図のカテ ゴリ ー ー 覧
･ 各表現意図ごとの 日常常用表現の 日本語
表記 一 覧
･ 各日常常用表現ごとの中国語漢字表記 ･
表音 ロ ー マ 字 ･ しぐさの画像
･ 各日常常用表現の日本語 による注釈
･ 各日常常用表現の中国語による音声
特に, W W W ブラウザで の表示フ ォ ン トの
切り替えを考慮 し, 中国語文字と日本語文字
は別 ペ ー ジとして構成 した｡ また, ユ ー ザ換
作 の簡易化を図るため, 各ペ ｣ ジには, 表示
フ ォ ン トを指定したM E T A タグを設定し, 自
動的にフ ォ ン ト切り替えを行うことと した｡
4.2.2 デ ー タ ベ ー ス の設計
1 つ の日常常用表現を対象に, 以下に示す
項目をデ ー タ ベ 一 子の 属性として 設定した｡
(a) 分類コ ー ド
各日常常用表現を分類するための 4桁の数
字であり, 先頭1桁で表現意図の分類番号,
残り3桁で各表現意図内デ ー タの連番を表す｡
･'表現意図の分類 コ ー ドの例
r挨拶｣ 1 * * *
｢依頼J 2 * * *
｢同意｣ 3 * **
r反対｣ 4 * * *
｢怒り｣ 5 * * *
｢慰め｣ 6* * *
｢喜び｣ 7* * *
｢悲しみ｣ 8* * *
｢称賛｣ 9 * * *
(b) 日常常用表現
日本語表記と, それ に対応 した中国語表記
(簡体字)を登録する｡
･ 表現意図 ｢挨拶｣ に分類 ･ 登録され て い
る日本語表記の例
'
｢こんにちは｡ はじめまして｣
｢それで は, さようなら｣
｢ごめんなさい ｡ どういた しま して｣
｢ごめい わくをおかけ します｡ どうい
た しま して｣
｢乾杯 ./ 乾杯/｣
｢数字 : - - 十｣
｢じやんけんぽん｣
(c) 表音ロ ー マ 字
中国語 の読みをロ ー マ 字表記 したもの を登
録する｡ なお正 書法として の中国語表音 ロ ー
マ 字(ピンイ ン)は, 声調記号(to n epatte m)
を図示するが (例. qTngjin), 本デ ー タ ベ ー
ス 上で は技術的制約 により声調 を数字で 表
した ｡
･ 表音 ロ ー マ 字の例
r
qing3jin4.｣
r
yil, e r4, s a nl, siヰ, w u3,1iu4,
qil, bal,jiu3, shi2｣
(d) 注釈
言語行動に対する注釈として , 男女差, 地
域差, 年齢差等に関する説明を日本語表記
したもの を登線する｡
･ 注釈の例
[称賛]: ｢女性はこの ような動作をす
るこ とが少な い｣
図1 教材の構成
解 説 文
学内 L A Nを利用 した中国語言語行動学習支援 シ ス テ ム に つ い て
上記注釈の表示例を図2 に示す｡
(e) 画像 ･ 音声フ ァイ ル名
画像及び音声の デ ー タ フ ァ イ ル 名 を登録
する ｡
･ デ ー タ フ ァイ ル名 の例
1001
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1. jp g, 1001_1. a u
4. 2.3 教材作成支援シス テム の設計と開発
デ ー タ ベ ー ス の構築と教材の ホ ー ム ペ ー ジ
化 にあた っ て は, デ ー タ更新作業の 効率化 と
分散化 , ホ ー ム ペ ー ジ作成の自動化 を図る こ
とを目的と し, W W W とデ ー タ ベ ー ス との 連
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携機能を活用 した教材作成支援シ ス テ ム を開
発 し利用 して い る ( 図3)｡ こ の シ ス テ ム は,
W W W ブラウザか らの デ ー タ ベ ー ス 更新と,
デ ー タ ベ ー ス の 情報か ら教材(ホ ー ム ペ ー ジ)
を自動的に作成する機能を持つ ｡ シ ス テ ム の
開発 に あ た っ て は , デ ー タ ベ ー ス と して
Po stgreSQL
4)
,w w w とデ ー タ ベ ー ス との 連
携にはPerl言語5)によるC GIを利用した ｡
(a) デー タ ベ ー ス 更新機能
各日常常用表現ごとに, 分類 コ ー ド, 日常
常用表現,読み仮名,注釈の文字デ ー タをW W W
ブラウザから入力 し, リア ル タイ ム にデ ー タ
女性はこの王領 載
-
i
l
f 看守高三
図2 注釈の例
VVVVW
図3 教材作成支援シ ス テ ム ブラウザ
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ベ ー ス を更新する｡ 中国語の入力環境と して
は, Mic r o s oft社のGlob al IME6)を採用し,
W W Wブラウザで の表示フ ォ ン トの関係から,
中国語と日本語によるデ ー タ更新機能を分離
独立 して取り扱うよう設計した｡ 図4にデ ー
タ ベ ー ス 更新用イ ンタフ ェ ー ス の例を示す｡
上部の メ ニ ュ ー 及び下部の ボタ ン は以下の機
能を表して い る｡
･ ｢input(jpn),input(chn)｣ : 日本語 ･ 中
国語デ ー タ新規登録
･ r
updateGpn), update(chn)｣ : 日本語 ･
中国語デ ー タ更新
･ rsho w｣ : デ ー タ 一 覧の表示
･ ｢update｣ : デ ー タ ベ ー ス 更新実行
･ ｢lo ad｣ : 既存デ ー タ の ロ ー ド(既存デ ー
タ更新時に利用)
特に, 画像 ･ 音声のデ ー タにつ い て は, 画
像 ･ 音声フ ァイ ル の有無 (0か1) を指定す
る ことにより , 分類 コ ー ドを基に したフ ァイ
ル 名が自動的に作成 ･ 設定されるように し,
デ ー タ入力の効率化を図っ て い る｡ 図4 の例
払 画像 ･ 音声が琴に1 つ の場合であり, 分
類 コ ー ド ｢1003｣ を基に, 画像フ ァイ ル 名と
して rl00 3
_
1. jp gJ, 音声フ ァイ ル名として
rlOO3
_
1. a uJの文字列がデ ー タベ ー ス に登録
される ｡
図4 デ ー タ ベ ー ス 更新のイ ンタフ ェ ー ス
学内 L A Nを利用 した中国語言語行動学習支援 シ ス テ ム に つ い て
なお , GlobalIM Eの採用により, 中国語 の
デ ー タ更新時に限り, 利用可能なW W Wブラ
ウザが限定されるとい っ た制約がある ｡
以下に新規デ ー タ登録時の操作 ･ 処理手順
の例を示す｡
･ メ ニ ュ ー 上 の ｢input(jpn)｣ を選択 し,
日本語入力画面を表示する｡
･ 分類 コ ー ド, 日常常用表現の 日本語表記 ,
注釈,画像 ･ 音声の有無を入力後, ｢updateJ
ボタ ン を押す｡
･ W W W サー バ 内のC GI プロ グラム に入力
デ ー タが渡る ｡
･ C GIプ ロ グラム は ,入力されたデ ー タを加
工 し,SQL文(こ こではin s e rt文)を生成 ･
実行し, デ ー タ ベ ー ス に新規デ ー タを登
録する｡
(b) ホ ー ム ペ ー ジ自動作成機能
図1に示 した構成に従い , デ ー タ ベ ー ス の
情報を基に自動的にホ ー ム ペ ー ジを作成する｡
こ こ で は, 学習者が教材をア クセ ス するごと
にデ ー タ ベ ー ス を検索し, そ の結果をH T M L
形式の デ ー タと して動的に作成する方式と,
デ ー タ ベ ー ス が更新された時点で,静的なH T M L
フ ァイ ル を作成するとい う2 つ の方式を併用
して いる ｡
動的な方式では, 表現意図の カテ ゴリ ー ー
覧 の選択を始めと し, 教材内の各リ ン クを選
択する度にW WW サー バ 内のC GIプ ロ グラム
が実行され , デ ー タ ベ ー ス の情報か らリア ル
タイム にホ ー ム ペ ー ジが作成 ･ 提供される｡
また静的な方式では, デ ー タ ベ ー ス 更新イ ン
タ フ ェ ー ス におい て , 新規デ ー タの 追加或い
は既存デ ー タ の更新が行われた際に,C GIプロ
グラム が実行され, デ ー タ ベ ー ス 変更 の影響
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を受ける全て のH T M Lフ ァ イ ル が作成 ･ 更新
される｡ こ の静的な方式の併用により,H T M L
デ ー タ或い は画像 ･ 音声情報をフ ァイ ル 単位
でも扱える こ とか ら, 教材 を別 の 環境 - 移行
する場合, 柔軟な対応が可能となる｡
図1 を基に新規の 日常常用表現デ ー タが追
加 された際のⅢT M Lフ ァイル の作成手順を以
下に示す｡(各ペ ー ジは分類 コ ー ドを基に規則
的に付与 した フ ァイ ル名によ っ て管理されて
い る｡)
例) デー タ ベ ー ス に新規日常常用表現デ ー
タ (分類 コ ー ド1009) を追加 した場合
･ 新規登録された日常常用表現が属する表
現意図カテ ゴリ ー の 日本語表記 一 覧ペ ー
ジ (フ ァイ ル名 : sho wlO.html) を更新
する ｡ フ ァイ ル 名の ｢sho w* *｣ の ｢*
*｣ は , 分類 コ ー ドの先頭2文字に対応 し
て い る｡
･ 中国語漢字表記 ･ 表音 ロ ー マ 字 ･ しぐさ
の 画像, 日本語による注釈, 中国語によ
る音声の有無を判断し, 以下に示す新規
日常常用表現用の各ペ ｢ ジを作成する｡
･ 中国語漢字表記 ･ 表音 ロ ー マ 字 ･
しぐさ の画像ペ ー ジ (フ ァイル 名
: sbo w｣datal009.html)
･ 日本語による注釈ペ ー ジ (フ ァイ
ル名 : sho w
_
c o mme ntlOO9.html)
4.2. 4 デ ー タの収集と加工
教材を構成するデ ー タ を表1 に示す方法 に
よ っ て収集 した｡ 文字情報は, 前節で示 した
教材作成支援シ ス テ ム を用い , ホ ー ム ペ ー ジ
からデ ー タを入力する ことによ っ て , リアル
タイ ム にデ ー タ ベ ー ス - 格納される ｡ また,
メ デ ィ ア の 種類 適 用 収 集 方 法
文 字 日常常用表現旬 (日本語
. 中国語)
解説 (日本語) ホ
ー ム ペ ー ジ上 で入 力
画 像 し ぐさ デジタ ルカメ ラ
音 声 語句の読み上 げ ( 中国語) M Dレ コ ー ダ . デ ッ キ
表1 教材用デ ー タの収集
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画像及び音声フ ァイ ル は, 収集したデ ー タ ご
とにフ ァイル 名の設定, フ ァイ ル形式の変換
4.2.5 ホー ム ペ ー ジ化
を行い ,Ⅶ W Wサ ー バ に転送 ･ 蓄積して い る｡ デ ー タ ベ ー ス に蓄積されたデ ー タを, 前述
した教材作成支援シ ステ ム によっ てホ ー ム ペ ー
ジ化 し, 教材と して 学習者に提供する｡ 現在
音声の再生 -
図5 教材の利用例
学内 L A Nを利用 した中国語言語行動学習支援 シ ス テ ム に つ い て
は, シ ス テム の試行段階で あり , 教材の デ ー
タ数が少な い こ とか ら, ホ ー ム ペ ー ジ自動作
成機能の うち, 静的なH T M Lフ ァイ ル にア
ク セ ス するとい う方式を主と して い る ｡ 将来
的に教材を構成するデ ー タ量が増え, 学習者
が任意の キ ー ワ ー ドによ っ て情報を検索する
こ とが必 要となる場面に おい て は, 動的な方
式を利用する ｡
4
.3 利 用例
本研究にお ける中国語言語行動学習支援シ
ス テ ム は, 教科書に出てくる日常常用表現を
視覚的に理解する という目的で の利用を考え
て い る｡
具体例と して , 初対面 の挨拶表現を学習す
る場合を例にとる ｡ (図5)
学習目的 : 初対面 の相手に対 し rnr h芸o｣ と
いう音声を発するだ けで は, 十分
な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンが成立せず,
挨拶表現に伴っ た非言語行動をと
るこ とを学習者に理解させる｡
方法 : 1) 学内L A Nを経由 して中国語言語
行動デ ー タベ ー ス - アクセ スする｡
(ア ドレス :http://Ⅶ w l.
taka oka- n c. a c.jp/cbn/index.
html)
2) 画面左 の ｢表現意図｣ 欄か ら ｢挨
拶｣ をクリ ッ クする｡
従順 ･ 過度 の遠慮深さを表わす
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3)｢挨拶｣ の常用表現の 中か ら ｢こ ん
にちは ｡ は じめま して ｡｣ をクリ ッ
クする｡
4) 動作の 写真を確認する｡ 初対面の
挨拶の動作が握手 (両手) で ある
こ とを確認する｡
5)｢伸好｣ の漢字表記をクリ ッ クする｡
こ こで中国語 の音声が流れ, 学習
者は ピ ンイ ン表記を目で確認 しな
がら, 写真を見ながら繰り返 し発
音練習ができる ｡
6)｢c o m m e nt｣ をクリ ッ クする｡ 握手
が男性同士 で交わされる非言語 コ
ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン で ある ことを理
解する｡
5 . ｢お辞儀｣ と ｢撞手｣
中国語 で の 初対 面 の挨拶 こ とばが ｢伸好
nr h芸o｣ で ある ことは, 系統的に中国語を学
習 したこ とがな い人にも知られて い るが, ｢伸
好nr h左o｣ とい うこ とばを発するときにどの
ような行動をとるかはきわ めて文化的な事柄
で , お辞儀を しながら ｢件好｣ と言 っ たの で
は中国語で の挨拶にはな らな い の で ある｡( 図
6) また, ｢日本人はお辞儀を し, 中国人は握
手 をする｣ とい うような単純な理解で は不十
分で , 日本人 の お辞儀の仕方, 中国人 の握手
の仕方は当然ながらそれ ぞれ の文化に従 っ て
感謝を表す(厳粛な場面で)
図6 お辞儀の例 (秋二 嶺 ｢体態語概説｣ より)
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行われて い る点に注意が払われない と, より
よい 伝え合い には結び つ かない の である｡ 一
歩進んで , 中国人がお辞儀をするの はどう.
v､
う時か , 日本人が どういう場合に握手をする
かに関心が向けられた時,異文化 コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン の扉が開かれたと い えるの で はなかろ･
うか｡ 7)
｢ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンは く他者理解) の た
めに行うの で あるが, く他者理解)を行うとい
うことは, 見方を変えると (自己理解)-を深
めることに他ならない｣8)という指摘は, 異文
化 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン学習にお い ても基本的
な出発点であるとい える｡
6 . 課題と今後の展開
外国語の 習得とは異なる習慣を身に付ける
こ とで あるとい うこ とには異論はな いが , そ
れは学習者の アイデン ティ テ ィ ー を抜きにす
ることで はない ｡ ただ外国語学習の楽しみ は,
自らの ｢文化｣ の上 に, 他の ｢文化｣ を重ね
あわせるとい うことにあり, それは新たな自
己発見にも繋がるもので あろう｡ 学習者にそ
うした体験を積ませ るような教授方法の開発
を今後引き続き試みる必要がある｡本プ ロ ジ ェ
クトはその ための第 - 段階と位置付けたい ｡
注 釈
*1 本研究は｢平成10年度教育改善推進費による研究:外国語教育における非言語 コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ
ンに関する基礎的 ･ 実践的研究｣ による研究成果をベ ー ス に して い るが, 本論文の文責は山田
と米川が負うものである｡
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